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一
方
、
救
急
医
療
を
考
え
る
と
き
、

切
り
離
せ
な
い
の
が
救
急
車
の
存
在
で
す
。

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年
の
件
数
は

３
２
２
４
件
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

49
件
増
加
。
市
民
の
30
人
に
１
人
が
救

急
車
の
出
動
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
4
ペ
ー
ジ
表
│
④
参
照
）

　

平
成
19
年
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
は
2
割
弱

で
多
く
は
症
状
の
軽
い
方
で
す
。
症

状
が
軽
い
方
の
中
に
は
、
タ
ク
シ
ー

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車

救急医療連携のしくみ

初期（一次）救急
・高山市休日診療所（日・祝日） 
・在宅当番医制  ※１ 
  　久美愛厚生病院（月・木）
　　飛驒市民病院（火・水・金・土・日） 
・小児夜間初期救急診療支援室（新設）
　　久美愛厚生病院（金）　

二次救急
・病院群輪番制  ※２
  　飛驒市民病院（月・木）
  　久美愛厚生病院（火・水・金・土・日）
　
 

三次救急
・救命救急センター 
　　高山赤十字病院救命救急センター

救急患者

救急車

※１ 入院を必要としない比較的軽症の患者を診療するため、医
　　療機関が当番日を決めて診療を確保する制度
※２ 手術や入院治療を必要とする重症患者を受入れるため、病
　　院が当番日を決め診療・専用病床を確保する制度

表－③

＊入院を必要としない救急患者

＊入院治療を必要とする重症救急患者

＊生命の危険に直結する重症救急患者

飛
驒
地
域
で
唯
一

救
急
・
災
害
時
の
最
後
の
砦と

り
で

み
な
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に

適
正
な
救
急
車
の
利
用
を

　医師・看護師不足、さらに医療経
済の悪化はとても深刻で、救急医療
体制を縮小する地域が増えています。
しかし、当院は飛驒地域の最後の砦
として、｢いざというときに｣住民のみな
さんが安心して暮らせるようにスタッフ
一同24時間365日対応しています。
　｢お大事に｣ ｢ありがとう｣の関係が、
飛驒地域唯一の救命救急センターを
守る大きな力になります。ご理解とご
協力をお願いいたします。

　消防署員になって17年になります。
勤務中は常に緊張感を持ち日々過ご
しています。災害現場へ向かう車両
の中では、指令室から入ってくる無線
情報をもとに、患者の症状などをイメー
ジして現場に向かいます。
　救急車は本来、命に関わるような
病気やけがをした方を一刻も早く病院
に搬送するためのものです。みなさん
自身の安心のために、救急車の適正
な利用をお願いします。

高山赤十字病院救命救急センター長
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（％） 救命救急センター受診者の年齢別割合（H19）
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資料：高山赤十字病院

表－②

勤
務
と
な
る
た
め
、
疲
労
感
も
増
し
て

い
ま
す
。
本
来
、
病
院
と
し
て
提
供
す

べ
き
救
急
医
療
体
制
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
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